
校報

１．１７に思う ～防災教育・避難訓練を行いました～

１月１５日(金)、１月１７日に先駆けて避難訓練を行いました。子どもたちは、私語を慎み整然と運動場へ避
難するなど真剣に取り組みました。素晴らしい態度で訓練に臨んでくれたこと大変嬉しく思います。

避難訓練を行いながら、私は２６年前のことを思い出していました。
震災後１週間ぐらいたって、やっと神戸の友人たちに電話がつながるようになりました。その中の一人の

状況を話してくれた際のとても興奮した声が、今も忘れられません。彼は、平素は冷静沈着という言葉がぴ
ったりの人物で、それだけ大変な出来事だったのだと嫌でも伝わってきました。

２月には、避難所となっていた神戸のある小学校にボランティアとして手伝いに行きました。体育館や校
舎の中は避難者でいっぱいで運動場には仮設住宅が建ち並んでおり、不便なことだらけでしたが、子どもた
ちはそんなことは気にもせず、スペースを見つけて歓声を上げて遊び回っていました。その様子に、避難者
もボランティアも随分と元気づけられていました。

自衛隊が設置したテント風呂で入浴者への対応をした際、私と私のすぐ傍で火の番をしていた自衛隊員に
高齢男性が話しかけてきました。遠く離れて暮らす息子が迎えに来てくれること、一緒に住もうと言ってく
れていること等を嬉しそうに話されました。後で自衛隊員に尋ねると、風呂の日には必ずやってきて同じ話
をされるそう。それが本当の話なのか願望なのかは分かりませんでしたが、少なくとも毎回話を聞いてくれ
る自衛隊員が、その高齢男性の心の支えになっていることは分かりました。

ボランティア活動の合間、学生時代に住んでいた辺りに行きました。思い出の場所はすっかり変わり果て
ていて、「もしあの瞬間、ここに住んでいたら…」との思いが頭をよぎりました。
当時は、私も私の身近な人たちも、便利で平穏な日々は当たり前にあるものだと思
っていました。まさか神戸がこんなことになろうとは思ってもいませんでした。

訓練が役に立つ日は来ないにこしたことはありませんが、天災はいつ起きるか分
かりません。「もしも」の時に、神部の子どもたちが自分の命を自分で守ることが
できるように、また互いに支え、助け合うことができるように、今後も防災につい
ての学習や避難訓練等を繰り返していきたいと思います。

《1月15日(金)「避難訓練」》

《１2月16日（水） 5･6年「ケータイ･スマホ安全教室」》
｢ネット社会に潜む危険について｣の

学習を、県立大学の学生を講師に行い
ました。平素から親しんでいるスマー
トフォンの話ということもあって、関
心をもって学習していました。

《１2月21日（月） 「西はりま特別支援学校居住地交流」》
神部小校区に居住し西はりま特別支

援学校に通学している児童を招待して
交流会を持ちました。まず特別支援学
級でクリスマス会を、続いて同学年の
４年生児童みんなでドッジボールを、
それぞれ行い楽しく交流を深めました。

《１月22日（金） 3年「クラブ活動見学」》
４年生以上で活動するクラブ活動を３年

生が見学しました。少しだけでしたが体験
もさせてもらって、子どもたちは、４年生
になったらどのクラブに入ろうかとワクワ
クした気持ちで見学していました。

《表彰》 ～受賞者のみなさん、おめでとう(敬称略)～
★小･中学生年賀状コンクール
教育委員会賞：伊藤里紗(6-2) 龍野郵便局賞：岸和奏(5-2)
美術協会賞：岸義晴(2-1) 入選：細見悠剛(6-1)

国や県･市の方針、感染状況等に変化があった場合、変更になることがあります

１日(月) 全校朝会、ALT来校、SC(スクール・カウンセラー)来校
２日(火) ALT(外国語指導助手)来校
３日(水) 新入生｢入学説明会｣、下校時刻変更学年あり
５日(金) 委員会活動、｢定時退勤日｣
８日(月) ALT来校
９日(火) 3年｢助産師さんの話｣

１０日(水) 地区集会
１１日(木) 建国記念の日
１２日(金) クラブ活動、｢定時退勤日｣
１５日(月) ALT来校、代表委員会
１６日(火) 2年1組｢図書館見学｣
１７日(水) 2年2組｢図書館見学｣
１８日(木) 学校保健委員会
１９日(金) 参観日、移動図書館、｢定時退勤日｣
２２日(月) ALT来校
２３日(火) 天皇誕生日
２５日(木) 4年｢点字体験｣(1月より変更)、学校評議員会
２６日(金) 委員会活動、親子読書、｢定時退勤日｣

※19日(金)の｢参観日｣は、参観授業の実施時間を学
年別に設定しています。すでに配布しておりますプリント
をご参照のうえ、時間を確認してからご来校ください。

※延期となった行事の再実施日(もしくは取りやめ)は、決ま
り次連、関係の学年･学級において連絡させていただきます。
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前号で2日(火)と9日(火)
に｢下校時刻変更学年あり｣と
お知らせしましたが、教職
員の出張等が延期･中止と
なりましたので、変更を取
りやめ、通常の火曜日どお
り下校します。
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★｢緊急事態宣言｣が発出されたことを受け、｢入学説明
会｣を除く2月7日(日)までの行事については、延期ま
たは中止致します。また、2月8日(月)以降予定してい
る行事等についても、急な変更が生じることが考えら
れます。ご理解、ご協力をお願い致します。

★12月実施の｢教育活動アンケート｣へのご協力ありがと
うございました。今後の教育活動に生かすべく、2月
開催の｢学校評議員会｣の議題とし、結果を精査して参
ります。また、内容によっては1月14日のPTA本部役員
会でもご意見を伺いました。保護者のみなさまからの
感謝や慰労の言葉、今後に向けての提案など大変有難
く教職員の励みとなっております。学校として早急に
対応しておいた方がよいと考えられる事柄について、
ご意見を要約させていただいたものを掲載致します。

上下の制服にしてほしい。運動会前の体操服登校が
すごく楽だった。

→PTA本部役員会でも話題としました。費用のことも
あり、保護者の意見を聞く必要があるだろうとのこ
とで、改めてアンケートをとらせていただきます。

登校班によっては、まとまった下校ができにくいよ
うなので、下校指導をお願いしたい。(意見複数)

→これまでも繰り返し指導してきましたが、同じ方向に
帰る人数が多く、一時的に改善されるものの定着が難
しいようです。3学期から、一斉下校時に一緒に歩い
たり立ち番をしたりして指導を強化していますので、
保護者のみなさまも下校時に外で見守っていただいた
り、ご家庭でも声かけをしたりするなどお願いします。

校報や学年通信に翌月分の予定も載せてもらいたい。

→｢行事予定･下校予定時刻表｣に当月分だけでなく翌
月分も記載していますので、そちらをご覧ください。

～神部小学校の教育現場の様子をお伝えします～

～どんぐり広場から、いつも神部っ子を見つめているどんぐりのつぶやきです～
ひろ ば かん べ こ み

令和３年がスタートしたよ。毎年のことだけれど、新年は
れい わ ねん まい とし しんねん

気が引き締まる思いがするね。「がんばろう」って気持ちに
き ひ し おも き も

なるよ。でも、また｢緊急事態宣言｣が発出 されてしまった
きんきゆう じ たいせんげん はつしゆつ

ね。この辺りでも感染者数が増えているから、神部っ子た
あた かんせん しや すう ふ かん べ こ

ちも気をつけてほしいな。何度も言っているけれど、手洗
き なん ど い て あら

い、手指消毒、マスク着用といった感染対策をしっかりと
しゆ し しよう どく ちやくよう かんせんたい さく

続けていこうね。
つづ

新年早々、嬉しい 話 を聞いたよ。毎朝、交通安全指導
しん ねん そう そう うれ はなし き まい あさ こう つう あん ぜん し どう

に立ってくださっているボランティアの方に、感謝の気持ち
た かた かんしや き も

を綴ったお手紙（年賀状）を手渡した子がいるんだって。
つづ て がみ ねん が じよう て わた こ

多くの神部っ子が｢ありがとう｣の気持ちでいるってことは
おお かん べ こ き も

どんぐりも聞いて知っていたけれど、それを 形 にして行動
き し かたち こう どう

に移した子がいるって聞いて、とても嬉しい気持ちになっ
うつ こ き うれ き も

たよ。素晴らしいことだよね。
す ば

もうすぐ学年末を迎えるけれど、この１年、いろいろな人
がく ねんまつ むか ねん

にお世話になったよね。感謝の気持ちをどう伝えるか、み
せ わ かん しや き も つた

んなに 考 えてほしいと思うんだけれど、どうかなあ。 (つづく)
かんが おも

【第５回：１2月19日（土）「クッキング」】

前回収穫したさつまいもと地域指
導者の方が持参してくださったさつ
まいも･かぼちゃを使い、焼きいも
やかぼちゃもちなどを作って、みん
なでおいしくいただきました。

～心も体も生き活きと！ 世代を超えた交流活動を推進します～
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ぜ
ひ
ご
家
族
ご
一
緒
に
、
お
読
み
く
だ
さ
い挨拶は、心のゆとりのバロメーターなのでしょうか。１月の生活目標は「気持ちのよい挨拶や返事をしよう」でした。マスク着

あいさつ こころ がつ せいかつもくひよう き も あいさつ へん じ ちやく

用のうえで声を出すことに問題はありません。とは言え、「やれ」と言われてするものでもないように思います。自然と挨拶できる心
よう こえ だ もんだい い い おも し ぜん あいさつ こころ

を子どもたちにどう育んでやるか、 昔 から教育の大きな課題の一つであり、それは本校にも当てはまります。詩にあるように、時
こ はぐく むかし きよういく おお か だい ひと ほんこう あ し とき

には、自然などの美しいものに触れ、心をゆったりとして優しい気持ちになれる時間を過ごすことが大切なのかもしれませんね。
し ぜん うつく ふ こころ やさ き も じ かん す たいせつ


